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16．国民健康保険受給者における健診受診の関連要因  
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【目的】 

国民健康保険（以下、国保）の特定健康診査受診率は他保険者に比べ低い傾向にあり、受診率

向上が課題である。そこで本研究では、NIPPON DATA2010のデータを用い、国保受給者の社会経

済的要因に着目して、健診受診の関連要因を検討した。 

 

【対象と方法】 

平成 22年実施の循環器病の予防に関する調査（NIPPON DATA2010）と国民生活基礎調査の突

合データ（2,807人）のうち、国保受給者で 40-74歳、かつ欠測値のない 812人を分析対象とした。

アウトカムは過去 1 年の健診受診とし、検討した社会経済的要因は学歴（10 年未満／10-12 年／

13年以上）、就業状況（常勤／それ以外）、等価平均家計支出（四分位）、住居（持ち家／持ち家以

外）、婚姻状況（既婚／離別・死別・未婚）とした。さらに調整変数として、性別、年齢、BMI、

収縮期血圧、HbA1c（NGSP）、総コレステロール、通院状況、活動能力（老研式活動能力指標）、

運動習慣、喫煙習慣、飲酒習慣を設定し、それぞれカテゴリ化して評価した。収縮期血圧、HbA1c、

総コレステロールは、服薬状況と組合せて「服薬なしで正常値」「服薬なしで高値」「服薬あり」

の３カテゴリで検討した。分析は年齢を 40-64歳と 65-74歳に層化したうえで、修正ポアソン回帰

分析を用いて、健診受診の割合比（PR: Prevalence Ratio）を算出した。 
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【結果】 

分析対象者 812人（平均年齢 64.5歳）のうち、健診受診者は 564人（69.5％）であった。分析

の結果、40-64歳（323人）においては、健診受診と統計学的に有意に関連する社会経済的要因は

なかった。65-74歳（489人）においては、教育歴が 13年以上（10年未満を基準とした調整 PR；

1.22、95％CI；1.05-1.41）、および持ち家に居住（調整 PR；1.40、95％CI；1.11-1.77）の者におけ

る受診割合が高い一方で、等価平均家計支出が第 4 四分位（第 1 四分位を基準とした調整 PR；

0.84、95％CI；0.73-0.97）の者における受診割合が低かった。 

 

【結論】 

 65-74歳の前期高齢者において、高学歴であること、持ち家居住者であること、等価平均家計支

出が低いことが、国保の健診受診に関連する社会経済的要因として示唆された。 
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